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「食品ロス」とは

はじめに

「本来食べられるのに捨てられてしまう食品」

（農林水産省、 2025 ）

日本の食品ロス世界ランキング（ 2021 ）

14位

（ UNEP Food Waste Index Report 2021, 2021 ）

世界的に見ても

日本は食品ロス発生量が多い国の一つ



日本における食品ロスの年間発生量： 464 万t（食品廃棄量の 22％を占める）

はじめに

（消費者庁、 2025 ）

図1 日本における食品ロスの内訳

「 食べ残し」による発生



各大学食堂における食品ロスへの取り組み

はじめに

出品される食品（イメージ）

（東京農業大学、 2019 ）

藍野大学

学生食堂循環リサイクル

東京農業大学

フードシェアリングサービス「 TABETE 」と導入し、

余った食品を安価で再販売

（藍野大学、 2023 ）

余った食材をもとに肥料を生成、

その後学内菜園に再利用する



創価大学：ニュープリンス食堂

はじめに

• 1日あたり 10 -20 kg の食品ロスの発生

• 食べ残し削減に向けた施策への高い

関心とニーズ



①香港科技大学において実施された

「 FoodWise 」

先行研究および現状の課題：食品ロス削減に関する既存研究

FoodWise の仕組み

（ Yuら、 2023 ）

➁大学食堂における食品削減行動のうち

複合的介入が最も効果的な手段である示唆

・教育的介入：ポスター掲示

・環境的介入：提供量の削減

食品廃棄物の記録・可視化を通じて、参加者に

報酬を与え、食品ロスの行動変容を促した

（ Olivia ら、 2025 ）

単独施策よりも大幅な削減が実現

（ 17~50 % ）



キャンペーン①：可視化施策

先行研究および現状の課題：本学食堂における先行事例

実際に使用したアプリ画面

キャンペーン➁：クーポン付与施策

Google が提供するTeachable Machine （画像認識モデル）

を用いて事前に食後の画像を学習させる

学生・教職員が撮影した食後のお皿の画像を判定させること

で食べ残しの有無を評価する

蝶名林ゼミが 2025 年に行った施策（ 10/17 -11/25 ）

撮影した画像が「食べ残しなし」かつその確率が

「 90% 以上」で完食者にはデジタルバッジを付与、

5つ集めると

「小鉢または大盛無料」のクーポンと交換できる

キャンペーンの様子



・ アンケートからは 「 食べ残し削減

の意識向上」 が確認できた

・ 可視化/クーポン付与施策ともに

食品ロス削減に有意に効果があると

は確認できなかった

先行研究および現状の課題：本学食堂における先行事例

・施策期間の短さ

・インセンティブ設計

・環境面での働きかけが限定的

施策の結果 課題



施策案

3つのアプローチを提案

インセンティブ設計の改善

01.LINE ×AIを用いた

インセンティブシステム

02. 食品ロス発生量の

可視化

03. 一食あたりの

提供量の調整

ディスプレイ使用による

日々の食品ロスの表示

「適量」を選択しやすい

環境へ



施策案

01.LINE ×AIを用いたインセンティブシステム

先行研究で開発した画像認識 AIモデル（

Teachable Machine ）を、学生の利用頻度が高

いLINE 上で動作する Web アプリ（ LINE 

Frontend Framework ）と連携させる

利用者は食後の皿を撮影するだけで、 AIが瞬時に

「完食」を判定する。完食回数は自動的にデータ

ベース（ Google Sheets ）に記録され、期間中に

完食スタンプを 3つ集めると、システム上で自動

抽選が行われる。

当選者には、その場で PayPay 等に交換可能なデ

ジタルギフト（最大 200 円分）が LINE を通じて即

時送付される。
スタンプ 3つ デジタルギフト（抽選）



施策案

02. 食品ロス発生量の可視化

・ 昨日の食堂全体の残菜総重量

・ 昨日の完食数

・「 おにぎり〇〇個分」という具体的な個数

として表示

・ 本日の完食数

・ コラージュした完食写真

・ フードロスに関する短い啓発動画

を交互に表示していく

食堂入口に設置する予定のディスプレイイメージ



施策案

03. 一食当たりの提供量の調整（お米）

食べ残しの発生源を断つため、注文段階での

行動変容を促す

・ 券売機周辺や受取カウンターに戦略的な POP

掲示を行い、「 小ライス（少なめ ）」 の選択肢

を強調

・「 自信がない時は少なめを選ぼう 」「 最初か

ら減らすことが、食品ロス・ゼロへの近道」と

いったメッセージを提示

提供量の調整の例



施策案

効果測定方法

施策の効果は、 定量的および定性的な側面から多角的に検証する 。

(1)定量的指標：施策実施期間中の「食堂全体の残菜重量（ kg ）」 を毎日測定し、施策未実

施期間と比較することで削減率を算出する。また、システムのログデータより「参加者数 」

「 完食成功率」「 リピート率」を集計し、行動変容の規模を測定する 。

(2)定性的指標：施策終了後のアンケートにより 、「可視化（おにぎり換算）による心理的影

響」や「インセンティブによる動機付けの強さ」を調査する。これらをクロス集計し、意識

変容が実際の行動（完食）にどの程度結びついたかを分析する。



スケジュール



おわりに

創価大学では、 SDGsへの多様な取り組みを展開している 。

その中でも、今回は食品ロスに着目して、本学食堂における施策を提案した 。

今回の施策を通じて、創大生にとって食品ロス削減への取り組みを身近なものにしていきたい 。
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